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光コヒーレンストモグラフィ(OCT)は非侵襲な断層イメージング法として、医療などの分野へ広

く応用が実現されている技術である[1]。原理は広帯域光源による低コヒーレンス干渉に基づいて

おり、皮膚や網膜、血管といった生体組織の表面から深部にかけての内部構造を可視化できる。

さらなる応用に向けて、より高い分解能、より深部でのイメージング、より高速なスキャンなど

が求められている。しかし、OCTの分解能を制限する大きな要因として、群速度分散による分解

能低下がある。特に生体応用上、水の分散による分解能低下は重大な問題である[2]。 

一方、量子光コヒーレンストモグラフィ(量子 OCT)が、量子版 OCTとして提案、実証され、注

目されている[3]。量子 OCTは、量子もつれ光子対の二光子量子干渉に基づく断層イメージング法

であり、原理的に群速度分散による影響を受けない、つまり群速度分散による分解能低下がなく

分散耐性を持つ、という利点がある。これにより、生体深部を高分解能で可視化することが期待

される。また、同帯域の光源で比較した場合に、OCT に比べて最大で２倍高い分解能を有する、

という利点がある。 

その量子 OCTで高分解能を実現するためには、広帯域な周波数相関を持つ量子もつれ光子対を

発生する必要がある。そこでわれわれは、分極反転デバイスに注目している。近年、分極反転周

期を空間的にチャープさせた分極反転デバイスを用いて、パラメトリック下方変換により超広帯

域な量子もつれ光子対を生成する方法が提案された[4]。広帯域に渡る擬似位相整合を実現するこ

とで、超広帯域な周波数相関を持った光子対の生成を可能にしている。実際に、我々はこのよう

なチャープ分極反転デバイスを用い、１オクターブを超える(0.8-1.6µm)超広帯域パラメトリック

蛍光対の生成に成功している[5]。このような超広帯域光子対を用いることで、サブミクロン分解

能量子 OCTの実現が期待される。 

本講演では、量子 OCTの原理を紹介するとともに、我々が取り組んでいる超高分解能量子 OCT

の実現に向けた、OCTとの比較実証実験の現状について報告する。 
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